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It has been found that there are two points to keep in mind when using moral notes. 
First, it is necessary to guarantee the time when the child can conversation the 
description of oneself at the previous time when the student uses the morality note 
which can look back at the description of me before. It is important to patiently read 
the text of your notes written before.  
Second, it is necessary to conversation from the comparison of the previous time and 
the book description What a new awareness of oneself was. This reflection is the 
self-esteem activity of each child. If the child himself evaluates whether morality has 









のだろうか。道徳教育の専門書である雑誌『道徳教育』（明治図書）の 2017 年 9 月号では，
特集テーマが「あなたはノート派？ワークシート派？」だった。このタイトルからしても，
道徳の時間にノートだけでなくワークシートが多く用いられていることがわかる。 























２ 「特別の教科 道徳」が実施されるにあたって 
 

















































 筆者の前任校である私立小学校において, 教頭として全クラス（１～6 学年まで各３ク
ラス）に道徳授業を実施した。年間 6 回ずつ各クラスで道徳指導を行った際に用いた道徳
ノートが, 評価のためにどのように活用できたかを確認するために, 第 5 学年については


































































































































つあるので，全クラス 18学級に対して学期に 2回ずつで 3学期まで実施することになった。
合計で 108 時間となる。  




 5 年 2 組の担任となったので，新採教員と相談して道徳ノートを作ってほしいと依頼し












1 組 読み物資料に関する発問を中心に作成された今までのワークシートで学習を進める。 
2 組 道徳ノートを用いる。（市販５ミリ方眼ノート） 












(1) 1 組の様子 
 




































(2) 3 組の様子 
 
 道徳ノートの提案に対して，否定的な意見だった担任に対して，とくに記述するような














5 年 3 組の男子児童Ａ男とその他クラスの児童の様子について，音声データをもとに事
例として取り上げる。以下にＡ男の発言と周囲の児童の様子をまとめる。  




いう発言が 3 人から出てくる。 
○第 2 回 資料「ヒキガエルとロバ」（学習研究社『みんなのどうとく』より） 
役割演技で挙手をして，クラスの前に登場する。主人公のアドルフに自我関与できてい
る。しかし，第 1 回で学んだ生命の連続性の価値観を基にした発言は見られなかった。 










○第 5 回 資料「ひとふさのぶどう」（学習研究社『みんなのどうとく』より）隣の人と意
見交換するときに，自分から話しかけている。友達の話を聞くときは，手遊びなどせずに，
にこにこ笑いながら聞いている。（ビデオ録画により確認した部分） 

















(3) 2 組の様子 
 
 学習者側から見た場合，道徳ノートを用いた学習をしてきたことで，プラスになった点













る 段階にうつることができる。               
さらに，指導者側からは道徳ノートに一
人一人が学習して考えたことを記述している 図 2 2 組の児童が用いた道徳ノートの一部 
ので，評価については，図 2 のような記述をもとに道徳性の成長を見ることができる。道
徳ノートによって，とても安心することができた。評価をする場合に，その評価する材料
については記憶にたよる 3 組やワークシートがすべてそろわない 1 組に比較して，2 組の
道徳ノートはしっかりすべてが文字化されているからだろう。一人一人の学習の跡が「見
える」化されていて，大変効果的だったと考えられる。 
次に 5 年 2 組のＢ男の 6 回の道徳ノートの記述を確認してみる。以下に、Ｂ男の道徳ノ
ートに残された記述からの抜粋を示す。 












○第 4 回 資料「銀のろうそくたて」（学習研究社『みんなのどうとく』より） 
「ジャンバルジャンに対して司教さんは，教会の人の立場ではなくて，困っている人の立
場から考えることができたから，優しくできたんだと思う。」 
























































 第 1 に，学習者である児童が自己評価している姿を見て，その児童を評価できる。しっ
かりと前時の学習をふりかえっているかとか，前時と本時を比べて自分自身の道徳性の成
長を実感できているかどうかを道徳ノートでふりかえっているところから評価できる。 


































































































年 6 月。 
2 東風安生「ポートフォリオ評価『「道徳科』評価の考え方・進め方」教育開発研究所 2017
年 6 月。 
3 永田繁雄編著『「道徳科」評価の考え方・進め方』教育開発研究所 2017 年 6 月。 
4 押谷由夫「心に響き，心を耕す道徳教育の充実―なぜ，今道徳の授業が必要なのかー」
全日中機関誌『中学校 特集 道徳教育』2015 年 5 月号。 
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